
一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書

令和３年２月９日

長久手市議会議長 殿

長久手市議会議員 冨田えいじ ㊞

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
個 人 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 お 及 び 要 旨

１

市のイベント実施における責任の所在について

市民主体を目指しているが、イベント実施の責任の所在

を明確にする必要があると考える。

⑴ 実行委員会形式の成人式中止の決定は、誰が決めたの

か。

⑵ 令和２年度の成人式は今後何かサポートをするのか。

⑶ 実行委員会形式のイベントでケガや事故があった場

合、誰が責任をとるのか。

⑷ 市民主体の事業で市が場所を貸している場合の責任の

所在は明確になっているか。

２

業務委託の責任の所在について

市が業務委託しているスポーツ事業で子どもがスポーツ

中にケガをした。ケガをした子どもの保護者から発注者で

ある本市と受注者である委託業者の対応に不満があると聞

いた。

⑴ 事故が起きた場合、市と委託業者の対応はどのようか。

⑵ 事故が起きた時の責任の所在は契約上どのように明記

されているか。

⑶ 今後どのように安全管理をしていくのか。



３

市長施政方針について

市民同士の関係が希薄である本市は、まず「つながりづ

くり」「助けてといえる関係づくり」からスタートした。

⑴ このことについて、現在、どのような状況でどのよう

な成果があったか。

⑵ うまくいっていないことはあるか。

⑶ コロナ禍において地域の力を高めたり、市民同士のつ

ながりづくりをどのように進めるか。


